
海岸近くの山林内に生える常緑のつる草で、茎の下部は木質となる、若い茎は密に淡褐色の毛があり、切
ると白い乳液が出る。葉は対生し、1.5-3cmの葉柄があり、葉身は卵形から円状楕円形、長さ6-17cmにな

り、幅3-12cm、先はとがり、基部は心形、やや厚いがやわらかく、まばらに細かい毛がある。花は6月頃葉

腋から出る集散花序に2-3個つき、白色で芳香がある。萼は5全裂して長さ10-12mm。花冠は12-14mmの

筒部があり、5裂して裂片は開出して長さ2-2.3cm。

生育地は淡路南部に点々とある。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

阪神、淡路

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

キョウチクトウ科

兵庫県ランク…シタキソウ
環境省ランク… －Jasminanthes  mucronata  (Blanco) W.D.Stevens et P.T.Li


